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�����今月の主なページ 

 2 合併後の住所表示アンケート結果 
 3 ポンプ操法大会・ラッパ吹奏大会 
 5 人権教育紙上講座 
 6 健康センター通信 
 7 こんにちは社協です 
 8 村の石造物あれこれ 
 10 四葉のスケッチ（4市町村共通企画） 
 12 議会だより 
 17 暮らしの便利帳 
 20 戸籍の窓 

�����今月の人口・世帯 
人口……4,285人　世帯……1,462戸 

唐沢地籍福寿草群生地横のあじさい公園では、7月上旬より咲き

始めたあじさいが、ひっそりと青や紫などの花をつけています。 

カラマツとイチイに囲まれたあじさいがとても涼しげです。 

8月上旬ごろまで見れますのでぜひ一度、訪れてはいかがですか。 
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六
月
二
十
六
日
、
武
石
村
消
防
団

と
し
て
は
最
後
の
大
会
と
な
る
第
四

操
法
の
部
に
は
九
チ
ー
ム
、ラ
ッ
パ
吹

奏
に
は
、団
体
の
部
五
チ
ー
ム
と
個
人

の
部
の
十
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

ど
の
分
団
の
選
手
も
こ
れ
ま
で
練

習
し
て
き
た
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、

競
技
に
挑
ん
で
い
ま
し
た
。

年
々
、
各
分
団
の
レ
ベ
ル
が
上
が

っ
て
き
て
お
り
、
上
小
大
会
で
も
上

位
入
賞
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
村
の
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
】

◆
優
　
勝
　
第
二
分
団
Ａ
チ
ー
ム

◆
準
優
勝
　
第
二
分
団
Ｂ
チ
ー
ム

◆
第
三
位
　
第
四
分
団
Ａ
チ
ー
ム

【
ラ
ッ
パ
吹
奏
団
体
の
部
】

◆
優
　
勝
　
第
四
分
団

◆
準
優
勝
　
第
三
分
団

◆
第
三
位
　
第
一
分
団

【
ラ
ッ
パ
吹
奏
個
人
の
部
】

◆
優
　
勝

木
下
嘉
章
団
員
（
第
二
分
団
）

◆
準
優
勝

近
藤
貴
雄
団
員
（
第
三
分
団
）

ポ
ン
プ
操
法
で
優
勝
し
た
第
二
分

団
Ａ
チ
ー
ム
と
第
一
分
団
Ａ
チ
ー
ム
、

ラ
ッ
パ
吹
奏
の
団
体
（
全
分
団
か
ら

の
選
抜
チ
ー
ム
）、
ラ
ッ
パ
吹
奏
個
人

の
部
で
優
勝
し
た
木
下
嘉
章
団
員
、

準
優
勝
し
た
近
藤
貴
雄
団
員
は
、
そ

れ
ぞ
れ
七
月
十
日
に
和
田
村
で
行
わ

れ
た
上
小
大
会
に
出
場
し
、
村
の
代

表
と
し
て
果
敢
に
競
技
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
な
お
、
上
小
大
会
の
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
ラ
ッ
パ
吹
奏
団
体
の
部
】

（
十
一
チ
ー
ム
出
場
）

優
　
勝
　
上
田
市
消
防
団
Ａ

準
優
勝
　
上
田
市
消
防
団
Ｂ

第
三
位
　
和
田
村
消
防
団

第
四
位
　
武
石
村
消
防
団

第
五
位
　
丸
子
町
消
防
団
Ａ

【
ラ
ッ
パ
吹
奏
個
人
の
部
】

木
下
嘉
章
団
員
　
第
五
位

近
藤
貴
雄
団
員
　
第
六
位

【
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
】

（
十
六
チ
ー
ム
出
場
）

第
二
分
団
　
第
十
位

第
一
分
団
　
第
十
五
位

十
回
ポ
ン
プ
操
法
大
会

と
第
三
十
二
回
ラ
ッ
パ

吹
奏
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
各
分
団
の
選
手

た
ち
は
「
こ
の
最
後
の

武
石
大
会
で
優
勝
し
た

い
」
と
連
日
、
夜
遅
く

ま
で
練
習
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

大
会
当
日
は
晴
天
に

恵
ま
れ
、
小
型
ポ
ン
プ

武
石
村
消
防
団 

第
４０
回 

ポ
ン
プ
操
法
大
会 

第
３２
回 

ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会 

上
小
地
区
大
会 

ラ
ッ
パ
吹
奏
団
体 

堂
々
第
四
位
！ 

広報武石 平成１７年８月号　No.457（2）

武石村役場  企画財政課 

合併後の（新）住所表示に関する 
アンケート結果 平成17年6月1日から20日までの間に行われた

「合併後の（新）住所表示に関するアンケート」
の結果が出ましたのでお知らせします。 

1 上田市の後に旧大字名をそのままつける。 
 ● 上田市鳥屋○○番地 ● 上田市沖○○番地 ● 上田市下武石○○番地 
 ● 上田市上武石○○番地 ● 上田市下本入○○番地 ● 上田市上本入○○番地 
 ● 上田市小沢根○○番地 ● 上田市余里○○番地 
  
2 上田市の後に「武石」をつけ、その後に旧大字名をつける。 
 ● 上田市武石鳥屋○○番地 ● 上田市武石沖○○番地 ● 上田市武石下武石○○番地 
 ● 上田市武石上武石○○番地 ● 上田市武石下本入○○番地 ● 上田市武石上本入○○番地 
 ● 上田市武石小沢根○○番地 ● 上田市武石余里○○番地 
  
3 上記のうち、旧大字名に「武石」がついているものには武石をつけない。 
 ● 上田市武石鳥屋〇〇番地 ● 上田市武石沖〇〇番地 ● 上田市下武石〇〇番地 
 ● 上田市上武石〇〇番地 ● 上田市武石下本入〇〇番地 ● 上田市武石上本入〇〇番地 
 ● 上田市武石小沢根〇〇番地 ● 上田市武石余里〇〇番地 

アンケートを実施し、その結果を受けて7月8日、新住所表示の 
検討会が行われました。検討会では、住所表示の 

の中から3番に決定しました。 
武石村の意向として合併協議会に伝え最終決定します。 

配布数 区　名 
回答（数） 

21 3

そ
の
他  

率 回収数 配布数 区　名 
回答（数） 

21 3

そ
の
他  

率 回収数 

鳥　　屋 38 28 30 5 122 101 82.8% 

　 沖 44 38 67 1 171 150 87.7% 

薮　　合 56 23 38 5 136 122 89.7% 

中　　島 23 10 12 0 49 45 91.8% 

七　　ケ 56 30 80 7 190 173 91.1% 

片　　羽 18 14 36 2 84 70 83.3% 

堀 之 内 20 16 20 2 72 58 80.6% 

市 之 瀬 22 12 21 2 59 57 96.6% 

下 本 入 25 32 16 8 86 81 94.2% 

権　　現 5 15 7 1 29 28 96.6%

下小寺尾 4 10 10 2 29 26 89.7% 

上小寺尾 6 10 10 1 27 27 100% 

唐　　沢 11 9 6 1 27 27 100% 

築 地 原 9 7 7 0 26 23 88.5% 

大布施巣栗 3 10 2 0 19 15 78.9% 

西　　武 5 5 10 0 23 20 87.0% 

小 沢 根 26 26 21 5 82 78 95.1% 

余　　里 23 20 13 1 63 57 90.5% 

地区不明 2 0 3 4  9 

 合　計 396 315 409 47 1,294 1,167 90.2%
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村
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
主
催
の
第

二
十
六
回
村
長
杯
争
奪
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
六
月
八
日
か
ら
二
十
九
日

ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
の
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
十
四
歳
の
子
を
持
つ
親
た
ち
へ

（
内
田
　
樹
・
名
越
康
文
著
）

○
こ
と
ば
と
文
化
の
日
韓
比
較

（
齋
藤
明
美
著
）

○
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
が
ん
ば
ら
な
い
（
鎌
田
　
實
著
）

○
白
鳥
の
ま
あ
ち
ゃ
ん

（
神
津
良
子
著
　
百
瀬
郷
志
絵
）

○
み
ん
な
み
ん
な
天
の
た
か
ら

（
労
働
問
題
研
究
会
議
編
）

○
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
人
権

（
船
橋
邦
子
著
）

○
見
え
ざ
る
階
層
的
不
平
等

（
鍋
島
祥
郎
著
）

○
人
権
教
育

（
森
　
実
著
）

○
ア
ブ
ダ
ラ
と
空
飛
ぶ
じ
ゅ
う
た
ん

（
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
２
　
ダ
イ
ア
ナ
・
ウ
イ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
作
）

○
明
日
な
き
十
代

（
赤
川
次
郎
　
著
）

○
文
楽
ざ
ん
ま
い

（
亀
岡
典
子
　
著
）

○
児
童
図
書

公
民
館
図
書
室
だ
よ
り
〜
新
刊
が
入
り
ま
し
た
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。〜

人権教育紙上講座
№341

教育委員会
同和対策室

子
ど
も
の
声
が
聞
け
る

「
い
い
大
人
」
に
な
ろ
う

〜
子
ど
も
は
親
に
聞
い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
〜

（
不
登
校
を
語
る
会
講
演
会
か
ら
抜
粋
）

転
校
後
、
い
じ
め
に
あ
っ
て
不
登

校
に
な
っ
た
中
学
生
の
文
章
で
す
。

両
親
が
自
分
の
こ
と
を
話
し
て
い

る
時
、
自
分
の
こ
と
を
殺
す
相
談
を

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、

生
き
た
心
地
が
し
な
か
っ
た
と
書
い

て
い
ま
す
。
親
が
深
刻
に
心
配
す
る

こ
と
を
子
ど
も
は
自
分
の
存
在
を
否

定
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
、
命
が
危

う
い
と
思
う
心
理
状
態
に
な
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

ま
た
、「
車
の
中
の
私
は
手
錠
を

か
け
ら
れ
た
犯
罪
者
で
し
た
。」
と
い

う
文
章
は
、
先
生
が
迎
え
に
来
て
、

暴
力
を
使
っ
て
子
ど
も
を
学
校
に
連

れ
て
き
ま
す
。
車
に
押
し
込
ま
れ
、

助
手
席
に
座
ら
せ
る
。
少
し
で
も
動

く
と
ピ
ス
ト
ル
で
撃
た
れ
る
よ
う
な

気
が
す
る
ほ
ど
の
緊
張
を
経
験
す
る
。

そ
し
て
、
最
後
に
は
「
先
生
、
私
を

車
に
押
し
込
め
て
一
体
ど
こ
へ
連
れ

て
行
く
の
で
す
か
。
刑
務
所
で
す
か
。

そ
れ
と
も
学
校
で
す
か
。
手
首
に
は

先
生
に
握
ら
れ
た
手
の
跡
が
赤
く
く

っ
き
り
と
あ
り
、
ま
る
で
手
錠
を
か

け
ら
れ
た
犯
罪
者
の
よ
う
」
こ
れ
が

無
理
や
り
学
校
に
連
れ
て
行
か
れ
る

子
ど
も
の
心
境
で
す
。

不
登
校
の
子
ど
も
達
が
不
登
校
に

な
っ
た
理
由
と
し
て
最
も
多
い
の
が

「
い
じ
め
を
含
む
友
達
関
係
」
で
次
に

「
学
校
の
雰
囲
気
」「
勉
強
」「
先
生
」

と
続
い
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
か
ら
本
当
の
こ
と
を
聞

く
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。
経
験

を
語
る
こ
と
は
問
題
の
本
質
を
確
認

す
る
営
み
で
す
。
多
く
の
子
ど
も
達

が
親
に
聞
い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

親
が
子
ど
も
の
話
に
耳
を
傾
け
、

最
後
ま
で
敬
意
を
持
っ
て
聞
く
こ
と

が
出
来
た
ら
、
子
ど
も
は
何
が
な
く

と
も
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
れ
る
の
で

す
。
不
安
や
困
難
に
直
面
し
て
い
る

時
に
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
が
理
解

さ
れ
る
と
、
子
ど
も
は
親
の
愛
を
心

か
ら
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。

…
絵
本
玉
虫
厨
子
の
物
語
・
お
お
は
く
ち
ょ
う
の
そ
ら
・

き
た
き
つ
ね
の
ゆ
め
・
く
ま
げ
ら
の
も
り
・
し
ま
ふ
く

ろ
う
の
み
ず
う
み
・
バ
ー
バ
ち
ゃ
ん
と
と
ん
で
き
た
ぼ

う
し
・
ひ
ぐ
ま
の
あ
き
・
や
あ
ゆ
き
だ
る
ま
！
・
か
え

る
の
あ
ま
が
さ
・
ニ
ー
ナ
は
お
ち
び
さ
ん
・
そ
う
べ
え

ま
っ
く
ろ
け
の
け

準優勝　ワインチーム 優勝　上本入チーム

●日時　平成17年9月3日（土）　午前10時～午後3時 
●場所　丸子町解放センター （℡42-6694） 
　　　　法務局上田支局 （℡23-2001） 
　　　　東御市東部人権啓発センター （℡64-5902） 

電話での相談も受け
ます。子どもでも保
護者でも親子同伴で
も知人とでもお気軽
にお越しください。 
人権擁護委員が相談
に応じます。秘密厳
守、相談料は無料。 主催／上田人権擁護委員協議会・長野地方法務局上田支局 
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六
月
二
十
五
日
、
武
石
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
主
催
の
バ
ザ
ー
が
武
石
村
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

未
使
用
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
に
は
贈

答
品
や
日
用
品
な
ど
が
、
農
産
物
コ

ー
ナ
ー
に
は
野
菜
や
花
な
ど
が
販
売

さ
れ
て
お
り
開
始
一
時
間
で
ほ
と
ん

ど
が
売
り
切
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ゲ

ー
ム
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
買
い
物
に

一
緒
に
来
た
子
ど
も
達
も
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

こ
の
バ
ザ
ー
に
は
約
三
百
人
の
方

が
訪
れ
、
収
益
は
三
十
二
万
九
千
三

百
六
十
円
で
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動

費
と
し
て
大
切
に
使
う
そ
う
で
す
。

七
月
一
日
、
毎
年
恒
例
の
校
内
音

楽
会
が
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

合
唱
や
合
奏
の
前
に
ク
ラ
ス
の
代

表
の
児
童
が
こ
の
音
楽
会
に
向
け
て

練
習
す
る
中
で
難
し
か
っ
た
こ
と
や

気
を
つ
け
た
こ
と
な
ど
を
発
表
し
て

く
れ
ま
し
た
。
合
唱
が
始
ま
る
と
大

勢
の
観
客
の
中
で
児
童
た
ち
は
す
こ

し
緊
張
し
た
様
子
で
し
た
が
み
ん
な

一
生
懸
命
に
歌
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
保
育
園
園
児
に
よ
る
歌
「
世
界

中
の
子
ど
も
た
ち
が
」
や
職
員
に
よ

る
斉
唱
「
ビ
リ
ー
ブ
」、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
斉

唱
「
風
に
な
り
た
い
」
な
ど
、
児
童

た
ち
と
一
緒
に
楽
し
い
歌
声
を
披
露

し
て
く
れ
ま
し
た
。

七
月
六
日
、
武
石
小
学
校
の
五
年

生
が
林
業
体
験
教
室
の
一
環
と
し
て
、

余
里
に
あ
る
学
有
林
の
下
草
刈
り
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
学
有
林
に
は
、
栗
が
植
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
苗
を
切
ら
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
な
が
ら
腰
丈
ほ
ど

に
伸
び
た
下
草
を
丁
寧
に
刈
り
ま
し

た
。
普
段
、
使
い
慣
れ
な
い
鎌
を
使

っ
た
作
業
に
、
児
童
た
ち
は
「
腰
が

痛
い
」
や
「
腕
が
疲
れ
た
」
な
ど
と

言
い
な
が
ら
も
一
生
懸
命
刈
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で

大
き
な
栗
の
木
が
育
つ
こ
と
で
し
ょ

う
。
早
く
実
が
取
れ
る
よ
う
に
な
る

と
良
い
で
す
ね
。

雨
が
ふ
っ
て
も
平
気
だ
い
！

梅
雨
に
入
り
、
お
天
気
も
雨
が
降

っ
た
り
や
ん
だ
り
と
不
安
定
。
そ
ん

な
空
模
様
で
も
子
ど
も
た
ち
は
雨
が

や
む
と
、
一
目
散
に
外
に
飛
び
出
し

て
行
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
遊
び

場
は
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
の
す
ぐ
目
の
前

の
小
さ
な
駐
車
ス
ペ
ー
ス
。
こ
こ
で

は
ミ
ニ
野
球
、
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
、
フ

リ
ス
ビ
ー
、
竹
馬
、「
警
察
と
ど
ろ
ぼ

う
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
が
子
ど

も
た
ち
の
工
夫
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
誰
が
教
え
た
わ
け
で
も
な

く
、
遊
び
作
り
の
天
才
で
あ
る
子
ど

も
た
ち
は
、
ど
ん
な
に
狭
い
場
所
で

も
そ
の
場
所
に
あ
っ
た
ル
ー
ル
を
つ

く
っ
て
楽
し
い
遊
び
を
考
え
出
す
の

で
す
。
最
近
の
人
気
は
ド
ッ
チ
ボ
ー

ル
で
す
。
使
う
の
は
重
た
い
サ
ッ
カ

ー
ボ
ー
ル
。
大
人
顔
負
け
の
力
強
い

ボ
ー
ル
の
ス
リ
ル
を
味
わ
い
な
が
ら

子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
沸
き
あ
が
り

ま
す
。
当
た
り
や
す
い
子
を
か
ば
っ

た
り
、
あ
え
て
逃
げ
ず
に
ボ
ー
ル
に

た
ち
む
か
っ
て
一
対
一
の
男
同
士
の

戦
い
を
し
て
み
た
り
、
又
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
頭
脳
戦
に
な
っ

た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
個
性
を
光
ら
せ

な
が
ら
ゲ
ー
ム
は
展
開
し
て
い
き
ま

す
。
中
に
は
ボ
ー
ル
に
あ
た
る
と
す

ぐ
に
泣
い
て
し
ま
う
子
も
い
ま
す
。

で
も
様
子
を
見
て
い
る
と
一
度
は
抜

け
て
出
て
行
っ
て
も
じ
き
に
戻
っ
て

仲
間
に
入
り
ま
す
。
一
緒
に
や
っ
て

い
る
友
達
も
勝
手
に
出
て
行
っ
た
子

を
非
難
す
る
こ
と
も
な
く
、
何
事
も

な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
快
く
迎
え
て

い
る
の
で
す
。
こ
う
い
っ
た
や
り
と

り
の
中
で
だ
ん
だ
ん
と
た
く
ま
し
さ

を
培
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
驚
い
た
の
は
子
ど
も
た
ち
の

体
力
で
す
。
長
時
間
の
試
合
で
雨
が

ふ
っ
て
き
ま
し
た
。
で
も
雨
が
降
れ

ば
降
る
ほ
ど
み
ん
な
の
テ
ン
シ
ョ
ン

も
上
が
っ
て
い
く
一
方
な
の
で
す
。

指
導
員
は
子
ど
も
た
ち
の
汗
に
光
る

笑
顔
を
し
ず
か
に
見
守
っ
て
い
ま
す
。

武
石
小
学
校 
武
石
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催 
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●いわしのレモン蒸し●
加藤　絢子さん（下本入）

〈作り方〉（1人分　約145�カロリー）

①いわしは頭と内臓を除き､手開きにして中骨をはずして洗い、塩小さ

じ半分をふって10分間くらいおく。

②レモンはしぼり、大根はおろして水気を切っておく。

③わかめは洗ってザク切りにし、青じそとみょうがはせん切りにして､

さっと洗っておく。

④皿にわかめを敷き、①のいわしを並べる。強火で4分間蒸し、3分の

2のレモン汁をかけて1分間蒸す。

⑤蒸し上がったら、残りのレモン汁をかけ、大根おろし、青じそ、み

ょうがを添え、好みでしょう油をかけていただく。

〈材料〉4人分

いわし…………………………4匹

レモン…………………………1個

大根 ………………………200ｇ

生わかめ……………………40ｇ

青じそ…………………………4枚

みょうが………………………2個

六
月
十
三
日
に
母
子
寡
婦
会
で

は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ
行
き
ま

し
た
。
母
と
子
が
と
も
に
集
い
、
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
、
心
身
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
と
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
長
門

町
と
合
同
で
行
き
、
一
日
楽
し
く
過

ご
し
ま
し
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
六
月
二
十

二
日
か
ら
六
日
間
に
わ
た
り
、
利
用

者
の
み
な
さ
ん
で
、
三
時
の
お
や
つ

を
作
り
楽
し
み
ま
し
た
。

今
回
は
、
お
や
き
と
い
う
こ
と
で
、

皮
と
具
は
厨
房
で
作
っ
て
も
ら
い
、

皮
の
中
に
な
す
・
き
り
ぼ
し
・
あ
ん

こ
を
入
れ
、
ふ
か
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
自
分
達
で
作
っ
た
熱
々
の
お
や

き
。
一
味
ち
が
っ
て
、
お
い
し
か
っ

た
で
し
ょ
う
ね
。

七
月
二
日
、
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
月
間
に
あ
わ
せ
、
平
成
十
七
年

度
の
総
会
と
、
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

元
武
石
小
学
校
教
頭
、
現
上
田
南

小
学
校
校
長
の
柳
沢
公
一
先
生
を
お

招
き
し
、「
健
や
か
な
子
供
の
成
長
を

願
っ
て
」
と
題
し
て
、
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

福祉の村づくりをめざして 福祉の村づくりをめざして 
社会福祉協議会 ℡85‐2466社会福祉協議会 ℡85‐2466

◇
期
日
　
8
月
8
日（
月
）

◇
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
正
午

◇
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

◇
日
程8

月
23
日（
火
）〜
24
日（
水
）

◇
集
合
時
間
　
午
後
2
時
出
発

◇
集
合
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
行
先
　
大
町
温
泉

◇
期
日
　
8
月
31
日（
水
）

◇
時
間
　
午
後
１
時
か
ら

◇
場
所
　
更
埴
市

心
配
ご
と
相
談
日

母
と
子
の
集
い

更
生
保
護
女
性
会
総
会

も
み
じ
会
旅
行

身
体
障
害
者
県
大
会

六
月
十
五
日
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
で
は
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
に

大
勢
出
て
い
た
だ
き
、
権
兵
エ
川
沿

い
の
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
手
入
れ
と
、

老
人
セ
ン
タ
ー
の
草
刈
を
行
い
ま
し

た
。
秋
に
は
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
沿
い

に
ピ
ン
ク
と
白
の
ク
ジ
ャ
ク
ソ
ウ
の

花
が
咲
き
ま
す
。
楽
し
み
に
し
て
い

て
下
さ
い
。

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
手
入
れ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

お
や
つ
作
り

広報武石 平成１７年８月号　No.457（6）

す
。

※
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
…
○
肝
臓
で

ブ
ド
ウ
糖
を
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
に
変

え
て
貯
蔵
す
る
。
分
解
す
る
こ
と

を
抑
制
す
る
。
○
筋
肉
細
胞
の
ブ

ド
ウ
糖
、
ア
ミ
ノ
酸
の
摂
取
を
促

進
す
る
。
○
脂
肪
細
胞
の
ブ
ド
ウ

糖
の
摂
取
を
促
進
、
脂
質
（
中
性

脂
肪
）
合
成
の
促
進
。
こ
れ
ら
を

行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
血
糖
を
下

げ
て
い
ま
す
。

◆
肥
満
に
つ
い
て

肥
満
と
は
「
身
体
に
過
剰
に
脂
肪

が
蓄
積
し
た
状
態
」
を
指
し
、
次
の

よ
う
な
方
法
で
判
定
し
ま
す
。

①
Ｂ
Ｍ
Ｉ（
体
格
指
数
）…
体
重（
�
）

／〔
身
長
（
ｍ
）
×
身
長
（
ｍ
）〕

で
計
算
し
、
二
五
・
〇
以
上
。

②
体
脂
肪
…
体
脂
肪
測
定
計
を
用
い

て
測
定
し
、
男
性
…
二
一
・
〇
％

以
上
、
女
性
…
二
六
・
〇
以
上
。

※
予
防
の
た
め
少
し
き
び
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。

③
腹
囲
…
立
位
で
軽
呼
気
時
、
へ
そ

の
位
置
で
測
定
し
、
男
性
…
八
十

五
�
以
上
、
女
性
…
九
十
�
以
上
。

※
こ
の
と
き
腹
部
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
に

よ
っ
て
判
定
し
た
腹
腔
内
脂
肪
面

積
が
一
〇
〇
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
以
上
に
な
る
。

④
二
十
歳
頃
の
体
重
と
比
べ
増
え
て

い
る
。

※
現
在
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
体
脂
肪
・
腹
囲
が

正
常
で
も
、
元
々
脂
肪
細
胞
が
少

な
い
方
は
増
え
た
分
脂
肪
細
胞
が

大
き
く
な
る
。（
腹
囲
に
つ
い
て

は
、
男
性
の
み
今
年
度
の
基
本
健

診
か
ら
測
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。）

肥
満
に
は
皮
下
脂
肪
蓄
積
型
肥
満

と
内
臓
脂
肪
型
肥
満
が
あ
り
ま
す
が
、

実
際
の
肥
満
者
は
こ
れ
ら
の
混
合
タ

イ
プ
が
多
く
、
内
臓
脂
肪
は
特
に
生

活
習
慣
病
と
深
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

臍
部
Ｃ
Ｔ
検
査
上
の
内
臓
脂
肪
面

積
と
肥
満
に
伴
う
健
康
障
害
の
合
併

数
に
は
明
ら
か
な
関
係
が
あ
り
、
高

血
圧
、
動
脈
硬
化
症
、
糖
尿
病
、
高

脂
血
症
な
ど
の
危
険
因
子
と
な
る
内

蔵
脂
肪
面
積
は
一
〇
〇
平
方
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以
上
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
脂
肪
細
胞
は

内
分
泌
細
胞
で
も
あ
る

従
来
、
脂
肪
細
胞
は
脂
肪
を
蓄
積

す
る
だ
け
の
細
胞
と
考
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
一
九
九
四
年
に
レ

プ
チ
ン
（
食
欲
抑
制
ホ
ル
モ
ン
）
が

発
見
さ
れ
て
以
来
、
脂
肪
細
胞
は
内

分
泌
細
胞
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

（
レ
プ
チ
ン
…
大
脳
の
視
床
下
部
に

作
用
し
て
食
欲
を
抑
制
す
る
）

こ
の
他
、
肝
臓
や
筋
肉
に
作
用
し

て
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
を
引
き
起
す

も
の
や
血
圧
を
上
げ
た
り
動
脈
硬
化

※
レ
プ
チ
ン
は
食
欲
を
抑
制
す
る
ホ

ル
モ
ン
で
す
か
ら
分
泌
量
が
増
加

し
て
い
る
時
に
は
食
欲
抑
制
作
用

も
増
強
す
る
は
ず
で
す
。
し
か
し

血
中
レ
プ
チ
ン
濃
度
が
高
い
肥
満

者
で
は
食
欲
は
む
し
ろ
旺
盛
で

す
。
こ
れ
は
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性

と
同
様
に
レ
プ
チ
ン
抵
抗
性
に
陥

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
す

な
わ
ち
レ
プ
チ
ン
自
体
が
作
用
す

る
大
脳
が
レ
プ
チ
ン
に
対
し
て
反

応
し
に
く
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま

健康センター
通信 8月号

保健福祉課
℡85-2067

肥
満
を
よ
く
知
ろ
う

8月11日 木 男性料理教室 午前10:00～午後 1:00
11日 木 健康管理推進委員会 午後 1:30～午後 3:00
22日 月 定期健康相談 午前10:00～11:30
23日 火 あそびの教室 午前10:00～11:30
25日 木 乳房・子宮がんセット検診 午後 0:45～ 1:30(受付)
26日 金 高齢者料理教室(なでしこ) 午前10:00～午後1:00
29日 月 自由あそびの日 午前10:00～11:30
30日 火 高齢者料理教室① 午前10:00～午後1:00
31日 水 1歳児健康教室 午前 9:30～9:40(受付)

9月1日 木 料理教室(セロリグループ) 午前10:00～午後1:00
1日 木 予防接種(三種混合) 午後 1:15～1:30(受付)
2日 金 健康管理推進委員会 午後 1:30～午後3:00
5日 月 胃検診 午前 7:00～8:30(受付）
5日 月 男性料理教室 午前10:00～午後1:00
6日 火 あそびの教室 午前10:00～11:30
6日 火 健診結果報告会(薮合公民館) 午後 1:30～ 3:00
7日 水 乳幼児健診 午後 1:15～ 1:30(受付)
8日 木 健診結果報告会(築地原生活改善センター) 午前10:00～11:30
8日 木 健診結果報告会(下小寺尾公民館) 午後 1:30～ 3:00
9日 金 健診結果報告会(沖公民館) 午後 1:30～ 3:00

8月の保健予防計画 健康センター
時　　　　　間事　　　　　業曜日月　日

を
起
こ
す
も
の
が
分
泌
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
因
子
は
脂

肪
細
胞
内
の
脂
肪
蓄
積
量
が
増

加
し
て
細
胞
サ
イ
ズ
が
大
き
く

な
る
と
分
泌
が
増
加
し
、
減
量

し
て
脂
肪
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
な

る
と
分
泌
も
減
少
し
ま
す
。
一

方
、
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
は
動

脈
硬
化
症
や
糖
尿
病
の
発
症
を

抑
制
す
る
因
子
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、
細
胞
サ
イ
ズ
が
大
き
く

な
る
ほ
ど
分
泌
量
が
低
下
し
ま

す
。こ

の
よ
う
に
肥
満
す
る
と
、

良
い
因
子
は
分
泌
が
減
少
し
、

悪
い
因
子
は
増
加
す
る
よ
う
で

す
。
従
っ
て
、
肥
満
を
改
善
し

て
脂
肪
細
胞
の
サ
イ
ズ
を
小
さ

く
し
て
お
く
こ
と
が
、
生
活
習

慣
病
を
予
防
・
治
療
す
る
上
で

非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
が
あ

き
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
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　救急車は１１９番通報を受けてから現場に到着するまでに、平均約６分かか
ります。突然の病気やけがのとき、救急車が到着するまでの間、迅速に適切
な手当が行われることにより、救命の可能性がより一層高くなります。 
　自分の愛する家族、友人が目の前で倒れたとき、あなたはどうしますか？ 
　救急車が到着するまでの「時間の壁」を乗り越えるため、応急手当の正し
い知識と技術を身に付けましょう。 
  
 
○と　　き　平成１７年９月９日（金）午後６時３０分から午後９時３０分 
○と こ ろ　長門町古町　依田窪南部消防署　会議室 
○内　　容　ＡＥＤを用いた心肺蘇生法（人工呼吸、心臓マッサージ）、大
　　　　　　出血時の止血法等 
○服装・持ち物　実技のできる服装・筆記用具 
○申し込み　９月９日まで（電話可能） 
 
 
○と　　き　平成１７年９月１０日（土）午前８時３０分から午後５時３０分 
○と こ ろ　上田市大字上田原１６４０番地　上田創造館 １階 文化ホール 
○講習内容　心肺蘇生法（人工呼吸、心臓マッサージ）、大出血時の止血
　　　　　　法骨折時の手当など 
○服装・持ち物　実技のできる服装・筆記用具・昼食 
 ○申し込み　９月２日（金）までに、依田窪南部消防署で申込用紙に記入
　　　　　　して下さい。 

◎その他…………講習修了者の方には修了証をお渡しします。（受講料無料） 
◎お問い合わせ…上田地域広域連合消防本部（TEL２６-００１９　内線２０９） 
　　　　　　　　依田窪南部消防署　救急係（TEL６８-０１１９） 

●普通救命講習会（3時間コース） 

●上級救命講習会（8時間コース） 

9月9日は 
「救急の日」 

救
命
講
習
会
開
催 

救
命
講
習
会
開
催 

9
月
4
日
〜
9
月
１０
日
ま
で
「
救
急
医
療
週
間
」
で
す
。 

 
清
水
　
恵
子 

手
を
引
き
て
歩
め
る
母
が
店
先
に
野
良
着
選
り
お
り

は
つ
夏
の
風 

 

荒
井
　
怜
子 

一
才
の
孫
歩
き
出
す
瞬
間
の
感
動
い
ま
だ
覚
め
や
ま

ぬ
日
々 

 

山
田
　
初
子 

生
う
け
て
ム
カ
デ
に
か
ま
れ
激
痛
に
我
を
忘
れ
る
自

己
嫌
悪
し
ば
し 

 

雨
宮
八
重
子 

厨
に
て
酒
の
つ
ま
み
に
一
品
と
作
り
し
夫
の
鯖
の
味

噌
煮
よ 

 

児
玉
　
裕
二 

も
う
二
度
と
来
な
い
と
決
め
て
携
帯
の
撮
影
モ
ー
ド

で
ベ
ッ
ド
を
写
す 

 

北
沢
　
直
美 

も
う
五
才
手
を
貸
す
ま
い
と
思
っ
て
も
「
マ
マ
」
と

呼
ぶ
声
聞
け
ば
飛
ん
で
く 

 

池
内
　
寛
子 

野
菜
植
え
も
う
二
鉢
も
と
思
う
と
き
我
が
身
の
齢
忘

れ
て
お
り
し 

 

伏
見
き
み
子 

ダ
イ
エ
ッ
ト
し
な
け
り
ゃ
い
か
ん
と
思
う
だ
け
ビ
ー

ル
片
手
に
ナ
イ
タ
ー
を
観
る 

  

我
も
一
首 

明
日
か
ら
の
練
習
に
備
え
な
け
れ
ば
と
思
う
の
み
ビ

ー
ル
で
洗
う
祝
勝
会 

あしあと短歌会編集事務局選 

・
・ 
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岩
場
の
上
に
建
つ
風
天
さ
ま
は
、

危
険
で
正
面
か
ら
は
通
常
、
見
る
こ

と
が
む
ず
か
し
い
。
上
小
寺
尾
の
住

宅
地
か
ら
は
、
北
西
の
位
置
に
あ
り
、

美
ヶ
原
か
ら
吹
き
下
ろ
す
強
風
が
横

沢
を
通
り
、
風
天
さ
ま
に
真
正
面
に

あ
た
り
、
風
切
り
さ
れ
る
の
で
上
小

寺
尾
に
流
れ
る
風
は
横
に
そ
れ
る
形

に
な
る
の
で
弱
ま
る
。

天
界
に
は
十
二
天
と
い
わ
れ
る
十

二
の
神
が
い
て
、
そ
の
中
に
風
天
が

あ
り
、
北
西
の
方
角
の
守
護
神
・
風

の
神
で
、
名
誉
・
福
徳
を
与
え
る
神

と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

造
立
は
不
詳
だ
が
、
上
小
寺
尾
の

宮
下
信
義
さ
ん
の
話
で
は
、「
お
ら
の

子
ど
も
の
頃
は
よ
く
遊
び
に
行
っ
た

も
ん
だ
よ
」
と
の
こ
と
。

明
治
時
代
に
伊
那
の
石
工
の
守
屋

一
族
が
上
本
入
地
区
の
筆
塚
等
を
刻

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
造
立

さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
独
立
し

た
石
像
と
し
て
は
全
国
的
に
珍
し
く
、

大
変
貴
重
な
像
で
あ
る
。

祭
日
は
八
十
八
夜
に
、
お
ど
り
念

仏
供
養
塔
・
山
の
神
等
を
含
め
て
盛

大
に
行
わ
れ
て
い
る
。

武
石
小
学
校
の
い
ろ
は
カ
ル
タ
に
も

「
ね
が
い
ご
と
を
き
い
て
く
れ
る
ふ
う

て
ん
さ
ま
」と
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

次
号
で
は
、
下
武
石
の
正
念
寺

の
せ
き
ど
う
石
幢
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
あ
い
」
だ
よ
り

作
業
室
２
は
、
床
面
作
業
の
可

能
な
広
い
防
寒
床
、
各
種
ミ
シ
ン

を
備
え
ま
す
。
他
に
作
業
室
３
と

し
て
多
目
的
に
使
え
る
作
業
室
が

も
う
一
部
屋
あ
り
ま
す
。

作
業
室
４
は
、
主
に
精
神
障
害

者
が
社
会
復
帰
を
目
指
し
て
働
く

職
場
で
、数
種
類
の
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。自
由
に
使
え
る
パ
ソ
コ
ン
を

備
え
ま
す
。
他
に
個
人
別
作
業
の

で
き
る
作
業
室
５
も
あ
り
ま
す
。

就
労
ス
ペ
ー
ス
運
営
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は「
自
分
で
選
ぶ
」で
す
。一
般
就

労
を
目
指
す
職
業
訓
練
的
就
労
か

マ
イ
ペ
ー
ス
で
働
く
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
的
就
労
か
、セ
ン
タ
ー
に
働
く
一

人
ひ
と
り
が
自
分
の
就
労
ス
タ
イ

ル
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
多
彩
な

メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
い
ま
す
。皆
さ

ん
も
見
学
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

今
回
は
、
新
し
い
福
祉
企
業
セ

ン
タ
ー
の
最
も
大
切
な
機
能
で
あ

る
作
業
ス
ペ
ー
ス
を
紹
介
し
ま

す
。
ス
ペ
ー
ス
は
五
部
屋
か
ら
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
の
内
容
に
応

じ
て
設
備
や
備
品
を
そ
ろ
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
将
来
の
仕
事
に
変

化
に
応
じ
て
壁
は
移
動
で
き
る
構

造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

作
業
室
１
は
、
コ
ン
プ
レ
サ
ー
、

防
臭
フ
ァ
ン
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

が
入
れ
る
堅
牢
な
床
な
ど
を
備
え

ま
す
。

〜
明
る
く
広
い
作
業
ス
ペ
ー
ス
〜

作業室2／毛皮の縫製と縫合 作業室1／電線ボビンのリサイクル

作業室4／社会復帰訓練施設
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◆夏の風物詩 上田七夕まつりへ 

笹の葉さ～らさら、軒端に揺れる～♪　8月6日（土）
～8日（月）は海野町商店街で「上田七夕まつり」が
行われます。商店街の皆さんが工夫を凝らして作っ
た七夕飾りの数々は、歩いていると思わず見上げて
しまいます。期間中は七夕飾りコンテストや、キャ
ラクターショー、ビアホールもあり家族みんなで楽
しめます。 
問合せ�海野町商店街振興組合　�22-9301 
 
  
 
◆サポーター集まれ！ 

　みんなで日本代表を応援しよう！！ 

サッカーの2006年ワールドカップ・アジア最終予選
「日本対イラン」の試合を200インチの大画面で応
援する、スポーツバー形式のサッカー観戦イベント
が旧丸子駅前で開催されます。会場で飲食ができる
ほか、各種ゲームなども行われます。 
開催日�8月17日（水）午後5時30分から 
　　　　（試合放映は午後7時30分の予定） 
会　場�「あさかわ」前駐車場 
問合せ�丸子町商工観光課　�42-1047 
  
 
 
◆菅平の自然が分かる自然館 

今から数万年前に起こった根子岳、四阿山の火山活
動によって生まれた菅平高原の地形や、動植物の不
思議を知る菅平高原自然館。周囲に広がる菅平湿原
では、貴重な高山植物や、野鳥との出会いも楽しめ
ます。 
開　館�6月1日～9月30日（午前9時～午後4時） 
　　　　毎週火曜休館 
入館料�一般＝200円／小・中・高＝100円 
問合せ�菅平高原自然館　�74-2438 
  
 
 
◆夏はアウトドアを楽しもう 

巣栗渓谷の近くには武石観光センターやグリーンレ
ストパークがあります。 
武石観光センターつり掘では、岩魚やヤマメ、虹マ
スなどを常時放流。釣ったその場で食べることがで
きます。また、グリーンレストパーク内には巣栗キャ
ンプ場があり、バーベキューやキャンプファイヤー
などが楽しめます。暑い夏に涼しい巣栗渓谷の散策
とアウトドアを満喫してはいかがですか。 
問合せ�武石観光センター　�86-2003

日
本
一
の
高
原
「
ア
ル
プ
ス
の
展
望
台
」●
美
ヶ
原
高
原 

　
標
高
２，
０
０
０
ｍ
に
あ
る

美
ヶ
原
高
原
は
、
標
高
と
台

地
の
広
さ
が
日
本
一
の
高
原

で
す
。
高
原
頂
上
か
ら
は
北
ア
ル
プ
ス
、

中
央
ア
ル
プ
ス
、
南
ア
ル
プ
ス
、
八
ヶ
岳
、

奥
秩
父
山
系
ま
で
見
わ
た
す
こ
と
が
で

き
、「
ア
ル
プ
ス
の
展
望
台
」

と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
０
０
種
類
以
上
に
も
お
よ

ぶ
高
山
植
物
も
魅
力
で
す
。

ヤ
ナ
ギ
ラ
ン
、
マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
、

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
な
ど
の
花

が
高
原
一
帯
を
埋
め
つ
く
し

ま
す
。
夏
の
間
は
牛
の
放
牧

が
行
わ
れ
、
暑
い
季
節
に
涼

し
い
高
原
へ
で
か
け
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。 

歩
い
て
楽
し
む 

●
旧
北
国
街
道
・
柳
町
 

　
歩
い
て
で
か
け
る
楽
し
み

と
言
え
ば
、江
戸
時
代
の
面
影

を
色
濃
く
残
す
柳
町
周
辺
の

散
策
が
お
す
す
め
。
上
田
駅
か
ら
大
通
り

を
北
へ
１
km
ほ
ど
、「
旧
北
国
街
道
・
柳
町
」

の
小
さ
な
看
板
を
左
に
折
れ
る
と
、格
子

造
り
の
家
並
み
が
見
え
ま
す
。

う
だ
つ
や
雀
踊
り
な
ど
、
特

徴
の
あ
る
建
物
が
現
役
で
活

躍
す
る
通
り
沿
い
に
は
柳
の

木
が
そ
よ
ぎ
、
店
先
の
レ
ト

ロ
な
看
板
や
の
れ
ん
が
町
の

雰
囲
気
を
引
き
立
て
ま
す
。夕

暮
れ
時
の
お
し
ゃ
れ
な
灯
ろ

う
の
明
か
り
も
ま
た
格
別
で
す
。

「
保
命
水
」
に
も
立
ち
寄
っ

て
み
て
は
い
か
が
？ 

上田市 

丸子町 

真田町 

武石村 

　
暑
い
日
が
続
く
８
月
。
涼
を
求
め
て
菅

平
高
原
へ
で
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
真
夏

の
菅
平
高
原
の
平
均
気
温
は
、
１９
・
６
℃
。

雄
大
に
広
が
る
ダ
ボ
ス
の
丘
や
、
菅
平
湿

原
を
散
策
す
る
と
、
さ
わ
や
か
な
高
原
の

風
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
　 

　
そ
し
て
、
唐
沢
の
滝（
写
真
）は
、
菅
平

で
も
最
も
涼
し
げ
な
ス
ポ
ッ
ト
。
高
原
の

入
り
口
に
あ
り
、
国
道
４
０
６
号
線
か
ら

歩
い
て
す
ぐ
の
こ
の
滝
は
、
高
さ
約
１５
ｍ
、

幅
約
１０
ｍ
。
緑
の
木
々
に
囲
ま
れ
た
滝
つ

ぼ
近
く
は
、
霧
の
よ
う
な
し
ぶ
き
が
舞
い
、

涼
し
さ
満
点
で
す
。 

　
毎
年
夏
に
な
る
と
、
丸
子
町
に
は
若
い

お
相
撲
さ
ん
が
大
勢
で
か
け
て
来
ま
す
。

こ
の
お
相
撲
さ
ん
た
ち
は
伊
勢
ノ
海
部
屋

の
力
士
た
ち
。
例
年
７
月
下
旬
か
ら
８
月

中
旬
に
か
け
て
訪
れ
、
眼
下
に
依
田
川
を

臨
む
景
勝
地
「
岩
谷
堂
」
に
合
宿
を
張
り
、

近
く
の
町
営
相
撲
場
で
稽
古
に
励
み
ま
す
。 

　
伊
勢
ノ
海
部
屋
の
夏
合
宿
は
30
年
ほ
ど

前
か
ら
で
、
合
宿
期
間
中
、
土
佐
ノ
海
関

を
は
じ
め
と
す
る
力
士
た
ち
が
お
祭
り
な

ど
に
も
顔
を
出
し
て
く
れ
ま
す
。 

　
丸
子
で
英
気
を
養
っ
た
力
士
た
ち
が
秋

場
所
で
そ
の
力
を
発
揮
し
ま
す
。 

横
綱
め
ざ
し
て
猛
稽
古 

●
伊
勢
ノ
海
部
屋
の
夏
合
宿
 

平
均
気
温
　
・
6
℃
の
涼
空
間
に
で
か
け
る 

●
菅
平
高
原 

上
田
市 

丸
子
町 

真
田
町 

武
石
村 

共
通
企
画 

来年の春、私たちの住むまちは合併して

新しい市に生まれ変わります。お互いの

まちにはどんな個性があるのでしょうか？ 

このコーナーでは、そんな4市町村の魅

力を毎月テーマに沿って紹介します。 

●今月のテーマ 
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退
及
び
加
入
に
よ
り
、
組
合
規
約
を

変
更
す
る
も
の
で
す
。

〇
基
本
財
産
基
金
の
処
分
に
つ
い
て

基
本
財
産
基
金
の
う
ち
、
２
億
２，

２
２
０
万
円
を
一
般
財
源
と
し
て
取

り
崩
す
た
め
、
議
会
の
同
意
を
得
ま

し
た
。

〇
武
石
村
非
常
勤
消
防
団
に
係
る

退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

退
職
報
償
金
支
給
額
の
一
部
が
、

全
国
標
準
額
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
金
徴

収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

分
担
金
徴
収
条
例
の
整
備
を
行
う

も
の
で
す
。

〇
武
石
村
営
土
地
改
良
事
業
分
担

金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

分
担
金
徴
収
条
例
の
整
備
を
行
う

も
の
で
す
。

〇「
障
害
者
自
立
支
援
法
案
の
徹
底

審
議
を
求
め
る
」
意
見
書
提
出

を
お
願
い
す
る
陳
情

（
全
員
賛
成
採
択
）

〇「
拙
速
に
結
論
を
出
さ
ず
、
県
民

合
意
の
高
校
教
育
改
革
を
求
め

る
意
見
書
」
採
択
を
求
め
る
陳

情
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
採
択
）

平
成
17
年
７
月
19
日
に
任
期
満
了

と
な
る
農
業
委
員
会
委
員
に
、
次
の

３
名
の
方
の
推
薦
を
決
定
し
ま
し
た
。

①
荻
原
せ
い
子
（
再
任
）

②
高
田
　
正
英
（
再
任
）

③
宮
阪
　
竹
子
（
再
任
）

問

５
月
20
日
付
け
の
信
濃
毎
日
新

聞
に
よ
る
と
「
合
併
後
の
依
田
窪
病

院
運
営
費
の
負
担
割
合
に
つ
い
て
議

論
」
と
い
う
内
容
の
記
事
が
掲
載
さ

れ
た
が
説
明
を
求
め
る
。

答

村
と
し
て
は
、
合
併
後
の
依
田

窪
病
院
運
営
費
の
負
担
割
合
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
人
口
割
合
と

い
う
こ
と
で
特
に
問
題
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。

問

高
齢
化
社
会
に
於
け
る
デ
マ
ン

ド
交
通
は
す
ば
ら
し
い
シ
ス
テ
ム
だ

と
思
う
。
実
現
に
向
け
て
の
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
知
り
た
い
。
又
、

新
市
に
於
け
る
交
通
シ
ス
テ
ム
と
の

整
合
性
は
ど
う
な
る
の
か
お
聞
き
し

た
い
。

答

昨
年
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
、
武
石
村
に
お
い
て
も
高
齢

者
、
特
に
自
家
用
車
の
運
転
が
困
難

な
方
に
と
っ
て
有
用
な
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
と
い
う
報
告
が
さ
れ
て
い
る
。

今
議
会
に
関
連
の
予
算
を
計
上
提

案
し
た
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
来
年
の
１
〜
３

月
の
運
行
開
始
を
目
指
し
、
検
討
に

入
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
新
市
全

体
の
総
合
的
な
公
共
交
通
体
系
に
デ

マ
ン
ド
交
通
も
含
め
、
新
市
の
公
共

交
通
施
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

問

環
境
保
全
が
叫
ば
れ
て
い
る
昨

今
、
上
田
市
と
の
合
併
後
、
ゴ
ミ
の

不
法
投
棄
が
懸
念
さ
れ
る
。
結
局
は

個
人
の
モ
ラ
ル
の
問
題
に
帰
着
す
る

こ
と
で
あ
る
が
、
対
策
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

答

新
市
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
そ
の
こ
と
で
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

が
増
え
る
と
は
思
え
な
い
が
、
新
市

の
不
法
投
棄
の
実
態
を
精
査
し
た
う

え
で
、
地
域
住
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ま
な
い
と
い
け
な
い

と
考
え
る
。

▽
合
併
後
の
依
田
窪
病
院
運
営
の

負
担
割
合
に
つ
い
て

▽
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム

導
入
に
つ
い
て

▽
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
の
現
状
と

合
併
後
の
対
策
に
つ
い
て

木
下
　
文
雄
議
員

今
回
は
６
人
が
登
壇
し
、
今
後

の
市
町
村
合
併
を
中
心
に
福

祉
、
生
活
環
境
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。﹇
通
告
順
﹈

一
般
質
問

条
　
　
例

陳
　
　
情

武
石
村

農
業
委
員
の
推
薦

広報武石 平成１７年８月号　No.457（12）

〇
一
般
会
計補

正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
４，

３

９
５
万
円
４
千
円
を
追
加
し
予
算
の

総
額
を
27
億
５，

３
９
５
万
４
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

【
主
な
内
容
】

・
デ
マ
ン
ド
交
通
運
行
事
業

２，

２
０
７
万
円

・
合
併
記
念
誌
作
成
委
託
料５

０
０
万
円

・
合
併
に
伴
う
電
算
一
元
化
負
担
金

３，

０
７
４
万
４
千
円

・
武
石
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
改
修

工
事
費
補
助
金

４，

５
０
０
万
円

・
水
路
補
修
事
業

２，

４
０
０
万
円

・
観
光
施
設
整
備
事
業９

２
９
万
５
千
円

・
道
路
維
持
一
般
経
費５，

４
０
０
万
円

・
高
校
通
学
援
助
補
助
金３

２
０
万
円

・
村
民
体
育
館
天
井
照
明
器
具改

修
工
事

１，

１
０
０
万
円

○
簡
易
水
道
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１，

３
０
０

万
円
を
追
加
し
予
算
の
総
額
を
９，

７
５
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

【
内
容
】

・
公
営
企
業
会
計
移
行
業
務
委
託
料

８
４
０
万
円

・
給
配
水
管
新
設
工
事

５
２
５
万
円

〇
農
業
集
落
排
水
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
８
０
万
を

増
額
し
予
算
の
総
額
を
３
億
２，

４

３
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

【
内
容
】

・
公
営
企
業
会
計
移
行
業
務
委
託
料

６
８
２
万
５
千
円

〇
平
成
16
年
度
一
般
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書

土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
の
事
業

費
が
さ
れ
ま
し
た
。

〇
平
成
16
年
度
武
石
村
簡
易
水
道

特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計

算
書

配
水
管
布
設
替
工
事（
西
武
・
沖
地

区
）
の
事
業
費
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

〇
上
田
市
・
丸
子
町
・
真
田
町
・

武
石
村
合
併
協
議
会
規
約
の
一

部
変
更

合
併
協
議
会
事
務
局
の
移
転
に
伴

い
変
更
す
る
も
の
で
す
。

〇
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

所
得
税
法
、
地
方
税
法
等
の
改
正

に
伴
う
改
正
で
す
。

〇
武
石
村
消
防
団
員
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

障
害
補
償
の
等
級
を
一
部
改
正
す

る
も
の
で
す
。

〇
上
田
市
、
小
県
郡
丸
子
町
、
同

郡
真
田
町
及
び
同
郡
武
石
村
の

廃
置
分
合
に
伴
う
議
会
の
議
員

の
選
挙
区
及
び
定
数
に
関
す
る

協
議
に
つ
い
て

新
上
田
市
に
お
け
る
、
議
会
の
議

員
の
選
挙
区
及
び
定
数
を
初
回
の
選

挙
に
限
り
上
田
市
、
小
県
郡
丸
子
町

及
び
同
郡
真
田
町
を
一
つ
の
区
域
と

す
る
選
挙
区
の
定
数
を
三
十
二
人
、

小
県
郡
武
石
村
を
区
域
と
す
る
選
挙

区
の
定
数
を
二
人
と
す
る
も
の
で
す
。

〇
長
野
県
市
町
村
自
治
振
興
組
合

を
組
織
す
る
市
町
村
数
の
増
減

に
つ
い
て

合
併
に
伴
う
長
野
県
市
町
村
自
治

振
興
組
合
を
組
織
す
る
市
町
村
の
脱

補
正
予
算

議
会
だ
よ
り 

〈
6
月
定
例
村
議
会
〉 

　
６
月
の
定
例
村
議
会
が
、
６
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で

の
７
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
案
を
は

じ
め
、
議
決
事
項
、
条
例
の
一
部
改
正
案
な
ど
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
 

ぎ
　
　
　
　
　  

か   

い 

報
　
　
告

議
決
事
項

専
決
処
分
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問

介
護
保
険
法
改
正
案
が
、
今
国

会
に
て
成
立
す
る
見
通
し
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
増
え
続
け
る
給
付

費
（
国
の
負
担
金
）
の
抑
制
が
一
番

の
狙
い
と
思
わ
れ
る
。「
新
予
防
給
付
」

で
は
、
要
介
護
の
軽
い
「
要
支
援
」

と
「
介
護
度
１
」
程
度
の
人
を
対
象

と
す
る
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の

「
介
護
予
防
事
業
」
を
実
施
す
る
反
面

で
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
家
事
援
助
の
制

限
や
介
護
施
設
入
所
者
の
食
事
や
居

住
費
を
原
則
自
己
負
担
と
す
る
な
ど

が
主
な
改
正
点
か
と
思
わ
れ
る
が
、

武
石
村
と
し
て
今
後
ど
の
様
に
取
り

組
む
の
か
、
そ
の
構
想
、
方
向
性
を

伺
い
た
い
。

答

今
回
の
介
護
保
険
法
の
改
正
で

は
、
予
防
給
付
・
地
域
支
援
事
業
が

創
設
さ
れ
、
介
護
予
防
を
重
視
し
た

シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
一
つ
の
ポ
イ
ン

ト
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、そ
こ

を
中
心
と
し
て
、地
域
単
位
の
、そ
の

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス

が
で
き
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
宅
老
所
な
ど
を
よ
り

多
機
能
に
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が

重
要
と
考
え
て
い
る
。

細
部
に
つ
い
て
は
、
17
年
度
中
に

策
定
す
る
高
齢
者
保
健
福
祉
総
合
計

画
の
策
定
委
員
会
の
中
で
地
域
性
を

考
慮
し
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

問

村
長
は
児
童
館
、
図
書
館
建
設

に
つ
き
前
向
き
な
方
向
を
示
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
内
容
、
規
模
、
建
設

費
等
明
ら
か
に
す
べ
き
と
思
う
が
そ

の
構
想
は
。
ま
た
、
財
源
は
合
併
特

例
債
か
と
思
う
が
そ
の
見
通
し
は
ど

う
か
伺
い
た
い
。

答
「
武
石
村
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
」
を
樹
立
の
た
め
に
、
昨
年
の

１
月
に
０
歳
児
〜
小
学
生
を
持
つ
全

保
護
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
た
。
結
果
、
子
ど
も
の
医

療
に
か
か
る
費
用
の
軽
減
に
次
い
で

児
童
館
等
の
親
子
が
安
心
し
て
集
ま

れ
る
場
の
設
置
を
求
め
る
要
望
が
多

く
あ
っ
た
が
、
現
在
、
合
併
構
成
市

町
村
の
中
で
武
石
村
だ
け
に
児
童
館

が
無
い
状
況
に
あ
り
、
今
後
、
新
市

総
合
計
画
を
検
討
す
る
中
で
武
石
村

の
要
望
と
し
て
、
児
童
館
、
図
書
館

の
建
設
に
つ
い
て
提
案
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

問

現
在
村
内
の
国
道
、
県
道
、
村

道
に
お
い
て
、
信
号
機
及
び
グ
レ
ー

チ
ン
グ
の
設
置
と
歩
道
の
整
備
等
安

全
対
策
上
で
必
要
と
思
わ
れ
る
箇
所

と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
。
並
び
に
、

国
道
、
県
道
、
村
道
敷
内
の
民
有
地

の
問
題
に
つ
い
て
合
併
時
ま
で
に
ど

の
よ
う
な
対
応
を
お
考
え
か
。

答

村
内
の
道
路
に
お
い
て
、
信
号

機
に
つ
い
て
は
特
に
地
元
か
ら
の
要

望
は
い
た
だ
い
て
お
ら
ず
、
必
要
箇

所
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

側
溝
に
つ
い
て
は
補
修
必
要
箇
所

は
何
箇
所
か
あ
る
の
で
、
予
算
付
け

を
し
て
い
き
た
い
。

歩
道
に
つ
い
て
は
、
県
道
の
下
本
入
、

堂
坂
地
区
の
歩
道
設
置
の
計
画
が
以

前
か
ら
あ
る
が
、い
ま
だ
着
工
に
な
ら

ず
引
き
続
き
対
応
が
必
要
と
考
え
る
。

村
内
の
道
路
敷
地
内
（
国
道
、
県

道
、村
道
）の
民
有
地
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
嘱
託
登
記
を
鋭
意
進

め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問

平
成
18
年
３
月
５
日
を
も
っ
て

武
石
村
は
１
１
７
年
の
歴
史
が
閉
ざ

さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
閉
村
を
迎
え
る
の

か
、
ま
た
閉
村
に
あ
た
っ
て
全
戸
全

村
民
に
武
石
村
の
思
い
出
が
残
る
よ

う
な
閉
村
に
す
べ
き
と
思
う
が
村
長

の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

答

閉
村
に
つ
い
て
は
、様
々
な
お
考

え
が
あ
る
と
思
う
が
、合
併
に
よ
っ
て

こ
の
地
域
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
と

か
、そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
が
居
な
く

な
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
と
は
ま
っ

た
く
違
う
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
村
の
記
録
と
し
て
記
念
誌
の
発

行
を
し
全
戸
配
布
を
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
盛
大
に
閉
村
式
を
行
う
と

い
う
よ
う
な
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

具
体
的
に
は
、
記
念
誌
の
作
成
に

当
た
っ
て
は
、
村
の
皆
さ
ん
に
歴
史

に
残
る
よ
う
な
写
真
が
あ
れ
ば
、
そ

の
提
供
を
願
っ
て
作
成
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
も
よ
く
お
聞
き

を
し
、
他
の
市
町
の
状
況
も
踏
ま
え

て
具
体
的
な
計
画
を
立
て
た
い
と
考

え
て
い
る
。

財
産
区
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
財

産
区
議
会
を
置
く
方
法
が
最
も
適
当

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

設
置
に
関
し
て
は
、
県
知
事
に
提
案

権
が
専
属
し
て
お
り
、
知
事
が
市
議

会
に
諮
る
こ
と
と
な
る
が
、
地
元
の

意
向
を
反
映
し
て
い
た
だ
け
る
と
考

え
て
い
る
。

▽
武
石
村
の
福
祉
行
政
の

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

▽
市
町
村
合
併
事
業
と
し
て
の

児
童
館
、
図
書
館

建
設
に
つ
い
て

兒
玉
　
将
男
議
員

▽
道
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

▽
閉
村
に
つ
い
て

金
子
　
　
保
議
員
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問

分
権
型
合
併
に
よ
る
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
は
、
合
併
の
成
否
が
問
わ

れ
る
重
要
な
役
割
を
持
っ
た
機
関
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
は
、
総
合
支
所
と
し
て
現

在
の
約
七
割
の
業
務
を
引
き
続
き
実

施
す
る
と
な
っ
て
い
る
が
、
事
務
事

業
を
始
め
合
併
ま
で
の
新
市
建
設
準

備
項
目
等
に
つ
い
て
調
整
が
ど
の
程

度
進
ん
で
い
る
の
か
、
ま
た
、
地
域

住
民
の
意
見
等
を
反
映
さ
せ
る
た
め

の
重
要
な
組
織
で
あ
る
地
域
協
議
会

委
員
の
人
選
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の

か
ど
う
か
伺
い
た
い
。

答

現
在
、
各
分
科
会
に
お
い
て
、

約
２，

０
０
０
項
目
の
事
務
事
業
に

つ
い
て
よ
り
具
体
的
に
調
整
を
行
っ

て
い
る
。
７
月
ま
で
に
調
整
を
済
ま

せ
、
条
例
な
ど
の
例
規
・
予
算
に
反

映
さ
せ
て
行
き
た
い
と
話
し
合
い
が

さ
れ
て
い
る
。

地
域
協
議
会
は
、
新
市
発
足
後
、

条
例
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
る
が
、
協

議
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
し
て

い
た
だ
く
組
織
と
し
て
、
地
域
協
議

会
等
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
行

き
た
い
と
考
え
、
６
月
補
正
予
算
に

関
連
予
算
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
準

備
委
員
会
の
委
員
と
し
て
は
20
人
以

内
を
考
え
て
い
る
。

問

各
町
村
で
特
定
目
的
の
た
め
に

積
み
立
て
て
き
た
基
金
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
で
行
う

事
業
に
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
と

さ
れ
て
い
る
。
本
村
の
基
本
財
産
基

金
は
17
年
２
月
末
現
在
で
、
４
億
９，

７
７
０
万
３
千
円
が
積
み
立
て
ら
れ

て
来
て
い
る
が
、
会
計
上
ど
の
よ
う

に
処
置
さ
れ
、
ま
た
管
理
及
び
処
分

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の

か
村
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
た
い
。

答
『
基
金
に
つ
い
て
は
、
設
置
目
的

に
照
ら
し
、
合
併
後
も
新
市
の
振
興

及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
振
興
に
資

す
る
も
の
と
す
る
。』
と
い
う
協
議
に

な
っ
て
お
り
、
基
本
財
産
基
金
は
、

地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
の
地
域
振
興
等

の
目
的
の
た
め
の
基
金
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
の
で
、
充
当
に
当
っ
て
は
地

域
自
治
セ
ン
タ
ー
の
地
域
振
興
事
業

な
ど
に
充
当
す
る
こ
と
と
な
る
。
た

だ
し
管
理
・
運
用
に
つ
い
て
は
、
基

金
の
繰
替
え
運
用
や
ペ
イ
オ
フ
対
策

を
踏
ま
え
、
本
庁
の
主
管
部
局
に
お

い
て
、
一
括
し
て
行
う
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

問

地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
の
特
徴

は
、
総
合
支
所
、
地
域
協
議
会
及
び

住
民
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
拠
点
機

能
を
持
ち
、
セ
ン
タ
ー
で
は
予
算
要

求
権
及
び
執
行
権
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
地
域
協
議
会
の
意
思
を
反
映

さ
せ
、
ど
の
よ
う
な
地
域
発
展
に
つ

な
が
る
セ
ン
タ
ー
運
営
に
し
た
い
の

か
お
聞
き
し
た
い
。

答

総
合
支
所
で
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
が
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
に
来
れ
ば

こ
れ
ま
で
の
役
場
と
ほ
と
ん
ど
同
じ

よ
う
に
用
が
足
り
る
こ
と
が
重
要
な

こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

地
域
協
議
会
委
員
の
皆
さ
ん
に

は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
独
自
の
活
動

と
行
政
の
仕
事
を
い
か
に
結
び
つ
け
、

地
域
の
発
展
に
結
び
付
け
て
い
く
か
。

そ
の
橋
渡
し
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
な
施
策
の
検
討
を
お
願
い
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

問

村
有
林
の
約
半
分
を
財
産
区
と

し
て
残
す
わ
け
で
あ
る
が
ど
の
よ
う

に
利
用
し
運
営
し
て
い
く
の
か
お
聞

き
し
た
い
。

答

村
で
は
、
村
有
林
の
約
半
分
を

財
産
区
と
し
て
残
す
と
決
ま
っ
て
お

り
、
財
産
区
設
置
箇
所
に
つ
い
て
は
、

ア
カ
マ
ツ
林
が
多
く
、
今
現
在
、
松

茸
山
と
し
て
公
売
し
て
い
る
30
箇
所

は
財
産
区
と
し
て
残
す
こ
と
と
な
る
。

▽
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
と

地
域
協
議
会
に
つ
い
て

▽
基
本
財
産
基
金
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

鬼
頭
　
　
寿
議
員

問

「
学
校
運
営
は
今
迄
と
変
わ
り

な
い
の
で
心
配
な
い
」
と
話
さ
れ
た
。

他
の
中
学
校
よ
り
多
く
の
講
師
を
組

合
独
自
に
受
け
入
れ
、
行
き
届
い
た

教
育
を
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
が

今
迄
の
よ
う
な
学
校
予
算
が
維
持
で

き
る
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

答

上
田
市
で
は
、
県
費
事
務
の
ほ

か
事
務
助
手
を
各
学
校
に
配
置
し
て

い
る
が
、
特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
の
学
校
に
市
費
採
用

の
講
師
は
配
置
し
て
お
ら
ず
、
丸
子

町
、
真
田
町
で
も
町
費
の
講
師
は
１

〜
２
人
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
南
部
中
の
場
合

は
５
人
の
講
師
を
採
用
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
恵
ま
れ
た
状
況
に
あ
る
。

合
併
後
の
教
育
の
機
会
均
等
、
ま

た
長
和
町
の
和
田
中
学
校
と
の
調
整

の
問
題
も
あ
る
が
、
現
在
の
体
制
を

維
持
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

▽
合
併
後
の
南
部
中
学
校
の

運
営
に
つ
い
て

▽
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
の
運
営
と

そ
の
見
通
し
に
つ
い
て

▽
財
産
区
の
運
営
に
つ
い
て

小
池
　
文
男
議
員
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毎
年
、
春
の
農
産
物
の
植
え
付
け

以
降
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
水
稲
、
ユ
リ

等
を
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
が
荒
ら

す
被
害
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

武
石
村
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
協
議

会
で
は
、
猟
友
会
の
み
な
さ
ん
に
委

託
し
、
ワ
ナ
に
よ
る
駆
除
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
被
害
が
出
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
協
議
会
で

は
駆
除
を
強
化
す
る
た
め
、
狩
猟
免

許
（
網
・
ワ
ナ
）
の
受
験
希
望
者
を

募
集
し
ま
す
。（
免
許
取
得
に
か
か
る

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。）

◆
試
験
日

平
成
17
年
９
月
25
日（
日
）

※
講
習
日
は
９
月
22
日（
木
）で
す
。

◆
募
集
人
員

数
名

◆
申
込
期
限

８
月
末
日
ま
で

◆
お
問
合
せ
先

武
石
村
役
場
産
業
振
興
課
林
政
係

℡
85
‐
２
８
２
８

放
送
大
学
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、

左
記
の
日
程
で
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
自
由
に
聴
講
で
き

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◆
日
時

平
成
17
年
８
月
27
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

◆
演
題

「
諏
訪
湖
で
の
環
境
ホ
ル
モ
ン
研
究
」

◆
日
時

平
成
17
年
９
月
３
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

◆
演
題

「
諏
訪
の
鳥
類
の
生
態
と
小
鳥
バ
ス
」

※
い
ず
れ
も
会
場
は
放
送
大
学
長

野
学
習
セ
ン
タ
ー
で
す
。

◆
お
問
合
せ
先

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

事
務
室

℡
０
２
６
‐
６
５
８
‐
２
３
３
２

県
内
７
ヵ
所
の
社
会
保
険
事
務
所

と
長
野
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
成
17
年
度
中
、
通
常
の
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
年
金
相

談
に
加
え
て
、
毎
週
月
曜
日
は
午
後

７
時
ま
で
、
第
２
土
曜
日
（
毎
月
）

と
第
３
土
曜
日
（
９
月
ま
で
）
は
、

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で

年
金
相
談
の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。

８
月
は
、
企
業
の
夏
休
み
な
ど
で

年
金
相
談
が
多
い
た
め
、
こ
の
機
会

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
に
来
ら
れ
る
際
は
年
金
手
帳

ま
た
は
年
金
証
書
と
印
鑑
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
代
理
の
方
が
来
ら
れ
る

場
合
は
、
委
任
状
も
必
要
と
な
り
ま

す
。夏

を
迎
え
て
湿
気
も
多
く
、
肌
が

汗
ば
む
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

「
災
害
は
時
を
選
ば
ず
」
と
い
い

ま
す
が
、
毎
年
こ
の
時
期
に
は
感
電

事
故
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

経
済
産
業
省
で
は
８
月
を
全
国
的

に
「
電
気
使
用
安
全
月
間
」
と
し
て
、

み
な
さ
ん
に
注
意
を
よ
び
か
け
て
い

ま
す
。
ご
家
庭
で
も
安
全
点
検
を
十

分
に
さ
れ
、
悪
い
箇
所
は
早
め
に
直

し
ま
し
ょ
う
。

・
電
気
を
使
い
す
ぎ
（
過
熱
）
て
い

ま
せ
ん
か
。

・
傷
ん
だ
電
線
や
コ
ー
ド
を
使
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。

・
洗
濯
機
な
ど
に
ア
ー
ス
は
つ
け
て

あ
り
ま
す
か
。

7月分の水道水水質検査結果について 

※注〇印‥‥‥‥検査した全ての項目が水質基準に適合 
　　△印‥‥‥‥検査した項目のうち一部が水質基準に不適合 
　　×印‥‥‥‥検査した項目全てが水質基準に不適合 

長 坂 水 系 

唐沢権現水系 

余 里 水 系 

〇 

〇 

〇 

浄水基本10項目の 
水質基準判定 ※注 

無 

無 

無 

水質基準の 
不適合項目 備　　　　　考 

権現の一部を除く上本入地区に給水 

余里地区に給水 

権現の一部と余里を除く村内全域と丸子町腰越の一部に給水 

8月 8月 
狩
猟
免
許
の

受
験
希
望
者
募
集
の

お
知
ら
せ

時
間
外
年
金
相
談
の

お
知
ら
せ

　依田窪南部中学校新体育館建設工事のため、旧体育館を解体します。 

　旧体育館の解体作業のため、9月下旬までの間は一般開放が出来なく

なります。ご利用されている皆様には大変ご迷惑をおかけしますがよろ

しくお願いします。なお、10月上旬からは通常どおりご利用できます。 

お問合せ先�武石村長門町中学校組合教育委員会事務局（電話85-2332） 

放
送
大
学
公
開
講
演
会

の
お
知
ら
せ

8
月
は

電
気
使
用
安
全
月
間

★
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
★
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問

街
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
議
会

と
し
て
も
、
い
く
つ
か
の
先
進
例
を
、

視
察
、
調
査
を
し
て
き
た
。

そ
ん
な
中
の
一
つ
は
、
今
度
の
合

併
は
「
行
政
都
合
で
あ
る
。」
行
政
の

都
合
で
、
合
併
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
だ
が
、
た
だ
合
併
の
枠
を
つ
く

る
の
で
は
な
く
、
自
治
体
と
い
わ
れ

る
以
上
、
自
治
の
面
で
も
新
し
い
中

身
を
入
れ
た
い
と
い
う
事
で
進
め
た

所
、
ま
ず
は
行
政
指
導
型
で
合
併
し

た
所
、
総
合
支
所
方
式
で
そ
の
ま
ま

合
併
し
た
所
な
ど
が
あ
り
、
ど
こ
も

合
併
協
議
は
い
く
つ
か
の
行
政
区
と

協
議
を
し
て
は
、
ま
た
新
た
な
行
政

区
と
協
議
を
す
る
な
ど
し
て
い
て
合

併
し
た
所
で
す
。
私
ど
も
の
合
併
も
、

地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
＝
総
合
支
所
方

式
で
、
地
域
協
議
会
を
置
く
事
に
な

っ
て
い
る
が
、
内
容
に
つ
い
て
は
、

今
だ
に
金
額
の
面
、
セ
ン
タ
ー
長
の

権
限
の
内
容
が
わ
か
ら
な
い
で
い
る

が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
地
域
に

あ
る
施
設
、
医
療
、
福
祉
施
設
の
位

置
づ
け
は
ど
う
捉
え
る
の
か
。
学
校
、

保
育
園
は
ど
う
進
め
る
べ
き
か
お
聞

き
し
た
い
。

答

武
石
村
診
療
所
は
、
上
田
市
武

石
診
療
所
と
し
て
、
新
市
の
設
置
条

例
を
制
定
し
従
前
ど
お
り
外
来
診
療
、

往
診
、
夜
間
・
休
日
対
応
を
行
う
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
や
す

ら
ぎ
」
は
、
武
石
村
社
会
福
祉
協
議

会
が
介
護
保
険
通
所
施
設
と
し
て
の

認
可
を
受
け
て
運
営
し
て
い
る
。
社

会
福
祉
協
議
会
の
合
併
が
平
成
18
年

10
月
に
決
定
し
て
お
り
、
合
併
後
は

武
石
村
社
協
か
ら
上
田
市
社
協
に
事

業
者
が
変
更
に
な
る
。

健
康
セ
ン
タ
ー
は
、
新
市
に
お
い

て
保
健
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
を
制
定

し
、
そ
れ
ぞ
れ
４
市
町
村
の
セ
ン
タ

ー
の
位
置
づ
け
を
行
い
、
各
保
健
セ

ン
タ
ー
で
従
前
ど
お
り
検
診
業
務
を

行
う
。

依
田
窪
福
祉
会
は
、
介
護
保
険
施

設
と
し
て
特
養
「
と
も
し
び
」「
宅
老

所
」
２
箇
所
、
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
「
こ
す
も
す
」、「
配
食
サ
ー
ビ

ス
」、「
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
」
等

の
各
事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、
設

置
は
３
町
村
が
母
体
の
社
会
福
祉
法

人
が
経
営
母
体
で
あ
り
、
合
併
の
如

何
に
関
係
な
く
公
設
・
民
営
方
式
に

は
何
ら
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

依
田
窪
病
院
、
依
田
窪
老
人
保
健

施
設
「
い
こ
い
」
を
運
営
す
る
依
田

窪
医
療
福
祉
事
務
組
合
に
つ
い
て
は
、

武
石
村
は
合
併
の
前
日
を
持
っ
て
組

合
を
脱
退
し
、
合
併
の
日
に
新
市
に

お
い
て
武
石
村
の
区
域
を
対
象
と
し

て
新
た
に
加
入
す
る
と
な
っ
て
い
る
。

小
学
校
は
、
他
市
町
の
学
校
に
比

較
し
、
手
厚
い
予
算
配
分
に
よ
り
恵

ま
れ
た
状
況
に
あ
る
。
合
併
当
初
は

現
行
維
持
で
き
る
と
思
う
が
、
新
市

の
中
で
教
育
の
機
会
均
等
の
上
か
ら

各
学
校
と
の
調
整
が
図
ら
れ
、
予
算

枠
も
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
と

考
え
る
。

保
育
園
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
制

度
を
中
心
に
地
域
特
性
を
生
か
し
た

保
育
園
運
営
に
努
め
、
原
則
と
し
て

合
併
前
と
か
わ
る
こ
と
は
無
い
と
思

う
。ま

た
、
急
速
な
少
子
化
の
中
に
あ

り
、「
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支
援
」

「
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
」
等
を

積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
に
も
、
当

面
は
、
新
市
に
お
け
る
「
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
制
度
」「
子
育
て
支
援
施

設
利
用
」
等
を
活
用
し
て
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

▽
合
併
後
の

街
づ
く
り
に
つ
い
て

新
井
　
繁
雄
議
員

24 保育園卒園式
27 消防団辞令交付式・保護救出要員委嘱式
（議長、消防委員）

28 上田広域連合地方分権研修会
31 社会福祉協議会理事会

1 保育園入園式
5 依田窪南部中学校入学式
6 武石小学校入学式
7 依田窪病院リハビリ病棟竣工祝賀式
15 合併準備検討会（議長・委員）

14 上田広域連合議会代表者会議
23 上田広域連合議会臨時会
24 長野県町村議会議長研修会

30～31 行政視察（伊賀市・桑名市）

3 長野県町村議会議長会臨時総会
3 議会運営委員会

9～15 第2回定例会
26 武石村消防団ポンプ操法・ラッパ吹奏大会
（議長、消防委員）

28 小県郡町村議会議員大会

5 国道152号線期成同盟会総会
6 上越市（中郷区・安塚区）合併行政視察
8 国道254号線期成同盟会総会
8 合併に伴う新住所名検討会

4月

5月

3月 6月
議会の動き

7月
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◆こんなときの受診は、ご遠慮ください。   

● 少しかぜ気味、予防接種をしたい、薬が無く

なった、けがなど外科的な症状   
  

◆こんな場合はこちらを利用しましょう。    
● 喘息などの慢性の病気で経過をみている場合 
 

　まずはかかりつけ医に連絡しましょう。  
● けいれんなどの激しい症状の場合は…… 

　救急車（電話119番）を要請しましょう。  
● けがなど外科の治療を必要とする場合は…… 

　消防署（上田市救急情報ネットワーク） 
　電話：0268-26-0119または 
　　　　0268-38-0119に連絡して診療可能な
　　　医療機関を紹介してもらいましょう。 

　夜間に突然、15歳までのお子さんの具合が悪くなったとき、応急的な診療を行う施設とし

て、上田市医師会・小県医師会・上田薬剤師会・長野病院・信州大学附属病院の協力により、

上田市・丸子町・真田町・青木村・武石村が共同で運営しています。 

上田市 
小児初期救急センター 
15歳までのお子さんが利用できます 

� 

●明日まで待てない、夜間の急な病気…。 
発熱、下痢、嘔吐、腹痛などの症状 

まずは 

TEL 0268 21-2233 へ  
【電話受付　午後７時から10時30分まで】 

【 上田市小児初期救急センター】 
【診療時間　午後8時から11時まで】 

①お子さんの様子を 
　　　お知らせください。 
②症状をお聞きし、 
　受診が必要かの判断を 
　担当医がします。 

国立長野病院 

西小 

北小 

上田郵便局 

呈
蓮
寺 

海
禅
寺 

上田明照会グループホーム● 
宝池慈光園　 
宝池和順園　 
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● 

上田市小児初期 
救急センター 

●受診の際には保険証と福祉医療費受給者証 

　（対象の方）を持参してください。 

●診療は月曜日から土曜日です。 

●休診…日曜・祝祭日 

　　　　8月14日～16日・12月30日～1月3日 

広報武石 平成１７年８月号　No.457（18）

【問合せ先】 上田市・丸子町・真田町・武石村合併協議会／上田市大手2-3-3（上田市役所 福祉会館 1階） 
 ●電話 0268-28-6053　●FAX 0268-28-6058　●電子メール gappei@city.ueda.nagano.jp 
 ●ホームページ http://www.ueda-maruko-sanada-takeshi-gappei.jp

新
上
田
市
「
市
章
」デ
ザ
イ
ン
募
集 

市
章
デ
ザ
イ
ン
を
応
募
し
よ
う
！！
 

■応募資格 
�4市町村（上田市・丸子町・真田町・武
石村）の住民（出身者） 
�4市町村内での勤務者、学生（過去も含む） 
�4市町村にゆかりのある人（訪れたことが
ある、〇〇を通じて愛着がある等） 
※応募用紙にご記入ください。未記入の作
品は審査対象外とします。 

■募集する市章 
●自然、風土、歴史、文化など新市のイメー
ジにふさわしいものとします。 
●市旗、バッジ、封筒等にも使用できるも
のとします。 
●用紙の地色を含め4色以内とします（金・
銀は不可）。　 
●単色での表現も可能であるものとします。 
●自作の未発表作品で都道府県章や他の市町
村章や商標などと類似しないものに限ります。 

■募集期間 
平成17年8月18日（木）～9月30日（金） 
当日消印有効 
■応募方法 
指定の応募ハガキ又は白地のハガキにより、
合併協議会事務局か各市町村合併担当課へ
持参するか郵送してください。はがき1枚に
1作品としてください。一人何点でも応募で
きます。記載方法は、下記をご覧ください。 

■選定方法 
応募作品の中から、馬場雄二氏（フジテレ
ビや長野オリンピックのマークも手がけた
東北芸術工科大学教授。朝日新聞日曜版be
「馬場雄二のデザインＱ」を連載中）ほか
市章選定委員会において決定します。 
■賞　　金 
●最優秀賞（採用作品）1点 
　賞金20万円及び副賞としてJA信州うえ
だ提供品 
●優秀賞　数点 
　賞金各2万円及び副賞として4市町村の特
産品セット 

■入賞発表 
協議会だより及びホームページで発表する
ともに、入賞者には別途通知します。 
■そ の 他 
●応募された作品は返却しません。 
●採用作品に関する一切の権利は、協議会
及び新市に帰属します。 
●馬場雄二先生による補作を予定しています。 
●全応募作品による展示会を開催します。 
（10/8・9丸子町、10/15・16上田市　
10/22・23真田町　10/29武石村を予定） 

■応 募 先 
上田市･丸子町･真田町･武石村合併協議会
事務局　又は4市町村合併準備担当へ 

■開催予定日  9 月10日（土） 上田市右岸、真田町方面 
  9 月15日（木） 上田市左岸、武石村方面 
 10月 6 日（木） 丸子町、真田町、武石村方面 
 10月19日（水） 上田市左岸、丸子町方面 
■時　　　間 午前10時～午後4時（集合場所への送迎時間を除く） 
■募 集 人 数 各ルートとも50名程度 
■申 込 期 間 8月1日から各ルートの実施日2週間前まで（定員となりしだい締め切ります） 
■申　込　先 〒386-0024　上田市大手2-3-3（上田市役所福祉会館１階） 
 上田市・丸子町・真田町・武石村合併協議会事務局／TEL28-6053／FAX28-6058

タウンウォッチングに参加してみませんか？ 
4市町村交流企画 

新生上田市の発足に向けて、4市町村の住民が新市内にある主要施設、観
光名所、主要産業等地域をバスで巡ります。新生上田市の魅力を発見する
ことで、それぞれの良さを生かし合えるとともに、相互の交流をしましょう。 

参加費 無料 

真田町／ゆきむら夢工房 
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